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統制と抵抗 

もし読書の自由を制限されたらどう思いますか。現代を生きる私たちは、自由に本を選

び、そして読むことができます。しかしながら戦前の日本では、読書の自由が大きく制限

されていたことをご存じでしょうか。 

これまで書窓において戦争に関する図書を多く紹介してきました。第 404号では「検閲」

をテーマに出版社側の視点から書物出版の自由が大きく制限されていたことを紹介しま

した。 

今回取り上げる図書は『戦下の読書 統制と抵抗のはざまで』（著者：和田敦彦）です。

読み手側から見た戦争と図書について取り上げます。本書は、国家によって読書の自由が

大きく制限されていた時代の中で人々がどのような制限を課せられ、どのような本を読ん

でいたのか、詳細な分析を基に紹介している 1 冊です。 

戦時中において、国や教育関係機関が主導する形で「読ませてよい本」と「読ませては

いけない本」を明確に区別し、国家が図書の内容まで管理し、読書の自由を大きく制限し

ていました。「忠君愛国」、「国家・家族」などを学べる本を「良書」とされ奨励された一方、

反対に娯楽小説や恋愛小説、社会主義思想書などは「悪書」とされ公の場から排除されて

いました。 

本書では、「読書傾向調査」を基に、戦時中に人々が実際にどのような本を手に取ってい

たのか紹介していますが、そこから浮かび上がってきたのは、出版から図書の内容まで制

限されてきた中で、厳しい統制に対して抗う国民の姿でした。 

制度上は統制されていても、古本屋や貸本屋を通じて人々は密かに「悪書」と定義づけ

された小説や雑誌などを読んでいたのです。つまり、国家による完全な統制は不可能であ

ったといえます。 

例えば子どもに関しては、国家の方針としては、「忠君愛国」「国のための子ども」に育

てる本が奨励されていましたが、実際には、冒険小説や漫画を読んでいたのです。今も昔

も好奇心をくすぐられる本を読みたいと思うものです。 

国は学校や図書館を通じて「子どもの読書を国家目的に沿わせたい」

という意思を前面に押し出していましたが、必ずしも子どもの読書実

態と一致していたわけではなかったのです。 

著者の和田氏は、子どもは単なる受動的対象ではなく、読書を通じて

自分なりの世界を持っており、「統制をすり抜けた読書の自由」を模索

していたとまとめています。それは戦争において日常生活が制限され

続けていた中でのささやかな抵抗だったのかもしれません。 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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